
実
施
日

平
成
二
十
年
一
月
二
十
八
日

（
月
）
十
六
時
よ
り

場
所
十
四
階
職
員
課打

合
室

出
席
者

当
局
側
：
尾
崎
参
事
（
職
員
課

長
）
松
本
労
務
担
当
課
長

組
合
側
：
箱
田
副
委
員
長
・

内
山
副
委
員
長
・
藤
川
副
委
員

長
・
岩
田
書
記
長

中
里
書
記

次
長
・
細
貝
現
業
部
長

小
久
保
組
織
部
長

当
局
側
：
技
能
長
職
の
設
置
及

び
昇
任
選
考
の
実
施
に
つ
い
て

の
提
案
を
行
い
ま
す
。

こ
の
間
、
清
掃
一
組
に
と
っ

て
、
技
術
・
技
能
の
継
承
や
人

材
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
説
明
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
技
能
長
職
の
設
置
に
よ
り

業
務
の
執
行
体
制
を
充
実
し
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
よ
り
着
実
に

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

な
お
、
選
考
事
務
等
の
都
合

上
、
回
答
は
二
月
二
十
二
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
側
：
提
案
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
清
掃
工
場
運
転

管
理
業
務
の
委
託
」
に
つ
い
て

の
最
終
回
答
の
中
で
、
設
備
管

理
職
員
の
職
や
任
用
制
度
の
あ

り
方
の
整
備
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
の
も
と
で
、
設
備
管
理
職
員

の
新
規
採
用
は
全
く
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
。
し
か
も
、
技
能
主

任
の
選
考
合
格
倍
率
が
十
倍
を

超
え
て
い
る
現
実
を
み
る
に
、

私
ど
も
は
掛
か
る
現
状
下
で
の

合
格
数
の
拡
大
を
求
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
当
局
の
い
う
と
こ
ろ
の

人
材
育
成
と
は
い
か
が
な
る
も

の
か
、
技
能
系
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
下
が
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
高
ま
り
よ
う
も
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
設
備
管
理
職
員
が
将

来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
、

「
職
種
の
見
直
し
」
「
職
の
あ

り
方
」
「
任
用
制
度
等
の
課
題

整
理
」

の
検
討
を
求
め
、
組

合
と
し
て
も
技
術
補
助
職
の
新

設
な
ど
問
題
提
起
を
当
局
に
行
っ

て
き
た
経
過
も
あ
り
ま
す
。

工
場
の
設
備
管
理
職
の
作
業

は
区
の
現
業
に
は
存
在
し
な
い

た
め
、
工
場
に
お
け
る
設
備
管

理
職
と
は
「
何
か
？
」
と
考
え

方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
そ
の
こ
と
と
、
今
回

の
技
能
長
職
設
置
提
案
と
ど
の

よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

次
に
技
能
長
設
置
に
つ
い
て

は
区
移
管
以
前
か
ら
工
場
協
議

会
等
で
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
技
術
職
員
が
同
じ

係
に
同
一
の
目
的
を
持
っ
て
複

数
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
職

場
に
差
別
分
断
を
持
ち
込
む
こ

と
な
ど
か
ら
組
合
と
し
て
も
こ

れ
を
導
入
す
る
と
い
う
結
論
に

い
た
ら
ず
、
設
置
さ
れ
な
か
っ

た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
急
に
、
こ
の
時
期
に
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。
次
に
設
置
に
関
わ

る
問
題
で
す
が
、
技
能
長
は
集

団
の
単
位
が
概
ね
二
十
人
に
一

人
と
統
一
交
渉
で
は
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と

設
置
は
し
た
も
の
の
、
設
備
管

理
職
員
が
、
一
係
で
二
十
名
を

超
え
る
職
場
が
な
い
た
め
、
実

質
上
配
置
は
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

当
局
側
：
質
問
が
あ
り
ま
し
た

件
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
お
き

ま
す
。

ま
ず
、
設
備
管
理
職
員
に
係

る
「
職
の
あ
り
方
」
や
「
新
た

な
職
の
見
直
し
」
等
に
関
す
る

間
穎
は
、
二
十
三
区
と
の
調
整

や
問
題
点
の
整
理
も
含
め
、
中
、

長
期
的
な
課
題
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
引
続
き
取
リ

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
技
能
長
職
の
設
置
は
、

技
能
系
業
務
の
執
行
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
。
併
せ
て
、
清

掃
一
組
の
緊
急
課
題
で
あ
る
技

術
・
技
能
の
継
承
、
人
材
育
成

を
よ
り
着
実
に
遂
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

二
点
目
は
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

大
量
退
職
が
続
く
な
か
で
、
技

術
・
技
能
の
継
承
を
確
実
に
実

施
す
る
に
は
、
こ
の
時
期
を
逃

す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
「
人
材
育
成

と
清
掃
工
場
の
基
幹
部
門
の
充

実
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
図
る
。
」
予
定
で
あ
る
こ
と

は
昨
年
十
一
月
に
、
申
し
上
げ

た
と
お
り
で
す
。

三
点
目
、
清
掃
工
場
等
の
技
能

長
は
、
先
に
説
明
し
た
、
別
紙

一
の
二
「
技
能
長
の
職
務
」
の

遂
行
の
必
要
性
に
応
じ
て
設
置

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
側
：
当
局
の
考
え
方
は
お

聞
き
し
ま
し
た
。

技
能
長
設
置
に
つ
い
て
、
今

ま
で
様
々
な
議
論
が
総
支
部
内

に
あ
り
、
各
支
部
か
ら
賛
成
・

反
対
意
見
を
含
め
疑
問
点
な
ど

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
組
総
支
部
と
し
て
今
後
、
検

討
を
行
い
ま
す
の
で
当
局
と
の

充
分
な
る
協
議
を
行
な
う
よ
う

求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
局
側
：
協
議
に
は
誠
意
を
も
っ

て
応
じ
る
所
存
で
す
。

ベ
ー
ゴ
マ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

巻
き
貝
を
使
っ
た
江
戸
時
代
の

「
バ
イ
ゴ
マ
」
や
、
回
転
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
貝
に
流
し
込

ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
鉛
の
詰
め

物
な
ど
が
、
大
阪
市
内
の
蔵
屋

敷
や
大
坂
城
下
町
跡
な
ど
か
ら

相
次
い
で
出
土
し
て
い
る
。

数
年
前
に
大
流
行
し
た
ベ
ー

ゴ
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
玩
具

「
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
」
の
先
祖
と

も
い
え
る
出
土
品
。
同
市
中
央

区
道
修
町
の
大
坂
城
下
町
跡
に

あ
っ
た
江
戸
中
期
の
穴
か
ら
平

成
十
八
年
春
、
小
さ
な
渦
巻
き

型
の
鉛
製
品
１
個
が
出
土
、
当

初
は
金
具
の
一
部
と
み
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
鉛
製
品
が
ち
ょ
う

ど
入
る
よ
う
な
半
分
程
度
に
切

断
さ
れ
た
バ
イ
ガ
イ
の
出
土
品

が
、
数
年
前
か
ら
北
区
や
福
島

区
の
蔵
屋
敷
の
ゴ
ミ
捨
て
場
跡

な
ど
か
ら
相
次
い
で
出
土
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
形
状
や
貝

の
加
工
具
合
を
確
か
め
、
文
献

を
あ
た
っ
た
結
果
、
鉛
製
品
は

バ
イ
ゴ
マ
の
回
転
を
安
定
さ
せ

る
た
め
の
詰
め
物
の
重
り
と
断

定
し
た
。

当
時
の
バ
イ
ゴ
マ
も
、
盤
上

で
回
し
、
は
じ
き
出
さ
れ
た
方

が
負
け
と
い
う
遊
び
方
だ
っ
た

と
み
ら
れ
る
が
、
賭
博
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
供
だ
け
で
な

く
大
人
も
遊
ん
で
い
た
ら
し
い
。

西
日
本
を
中
心
に
広
く
流
行

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
バ
イ
ゴ

マ
だ
が
、
貝
が
壊
れ
や
す
い
こ

と
も
あ
り
、
バ
イ
ゴ
マ
本
体
や

そ
の
詰
め
物
の
出
土
は
、
全
国

的
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
住

吉
区
苅
田
の
江
戸
時
代
の
遺
跡

か
ら
は
、
バ
イ
ゴ
マ
の
子
供
用

ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
み
ら
れ
る
土
製

品
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

２００８年２月１日 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第２２号 東京清掃労働組合ホームページ掲載

一組総支部
事務局

一組本庁支部内
fax6238-0504
tel6238-0502
e-mail
seisou-ichkumi
@w7.dion.ne.jp

執行委員長
岡沢 徹

副委員長
教宣担当

内山健司
編集
教宣部長

福田雄一

２月１日一組総支部執行委員会
８日 一組総支部常任委員会

１３日 一組総支部執行委員会
１９日 一組総支部執行委員会
２０日 一組総支部支部委員会
２２日 中央委員会
２７日 一組総支部常任委員会

主な取り組み
専門委員会交渉、解明要求
文化厚生活動の推進、組織対策、
技能長制度問題

異動問題、安全衛生の課題
職員互助について、
労働災害、アウトソーシング問
題、賃金問題、育児休暇等

1、目的 職員課より
東京二十三区清掃一部事務組合に技能長を置くこと

により、業務執行体制を充実し業務の能率的運営を図
ることを目的とする。
2、技能長の職務
技能長は係長を補佐し、主に次の業務を担い安全と

効率的運営に努めるものとする。
①係長の指示を受け、技能系職員とともに業務を遂行
すること。
②職員に対する適切な指導・育成に努めること。
③委託業務を含む担当業務の監督等を行うこと。
3、技能長の設置
技能長は、技能系職員を配置している職場等に設置

することができる。
4、設置日 平成20年4月1日
5、昇任時異動の考え方
昇任時の異動は、円滑な業務執行及び本人の適性等

に留意しつつ、必要に応じて実施する。
技能長職昇任選考
1、受験資格
基準日現在、技能主任の職に4年以上在職し、

年齢58歳未満の者
2、受験手続
所定の申込関係用紙に必要事項を記入のうえ、所属
長の指定する期日までに提出する。

3、選考方法
ア 筆記（事前提示式課題で期日までにレポー卜提出
（800字～1，000字程度）課題（参考）「あなたが技能
長になるにあたっての抱負を述べなさい。」
イ 面接（個別面接15分程度） 勤務評定（日常の勤務
実績を評定）

4、合格の決定 筆記・面接及び勤務評定を総合的に勘
案し合格者を決定する。

5、合格予定者数 若干名
6、合格者の取扱い
合格の翌年度当初から、技能長職に任用する。
7、選考に係る日程（予定〉
（1）選考実施要綱発表 平成20年2月25日頃
（2〉 申込み締め切り 平成20年3月3日
（3）レポート提出期限 平成20年3月7日
（4）面接 平成20年3月10日以降



「
技
能
長
職
の
設
置
及
び
昇
任

選
考
の
実
施
に
つ
い
て
」
の

対
処
方
針
（
案
）

二
〇
〇
八
年
二
月
一
日

第
四
回

一
組
総
支
部
執
行
委
員
会

一
、
こ
れ
ま
で
の
若
干
の

経
過
に
つ
い
て

（
一
）
一
九
九
七
年
二
月
二
十

日
、
当
時
、
工
場
協
議
会
は

「
技
能
長
設
置
問
題
に
関
す
る
」

事
項
に
つ
い
て
、
独
自
で
本
部

へ
中
間
答
申
を
提
出
し
た
。

こ
の
中
で
、
工
場
職
場
へ
の

「
新
現
業
系
人
事
制
度
に
も
と

づ
く
統
括
技
能
長
・
技
能
長
・

技
能
主
任
」
な
ど
の
設
置
に

つ
い
て
、
各
支
部
意
見
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
反
対
す
る
支
部
、

賛
成
す
る
支
部
な
ど
議
論
が
定

ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

工
場
協
議
会
と
し
て
統
一
し
た

意
見
に
な
ら
ず
、
協
議
会
と
い

う
性
格
を
踏
ま
え
た
「
中
間
答

申
」
と
い
う
形
で
本
部
へ
上
げ

た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、
本

部
と
し
て
は
意
見
の
ま
と
ま
ら

な
い
任
用
制
度
の
事
案
に
つ
い

て
、
工
場
職
場
へ
は
導
入
し
な

い
と
し
た
結
論
と
な
っ
た
。

以
後
、
技
能
長
の
設
置
問
題

に
つ
い
て
は
、
義
論
は
あ
っ
た

も
の
の
工
場
職
場
へ
の
導
入
に

つ
い
て
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
二
）
二
〇
〇
〇
年
の
清
掃
事

業
の
区
移
管
に
伴
い
、
ま
た
、

小
泉
政
権
の
基
で
の
エ
セ
行
政

改
革
は
、
公
務
員
労
働
者
バ
ッ

シ
ン
グ
の
嵐
の
中
、
景
気
の
停

滞
と
合
わ
さ
り
、
世
論
の
動
向

に
抗
し
き
れ
ず
、
貸
金
、
特
に

業
務
職
給
与
の
改
悪
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
現
業
職
種

の
切
捨
て
と
供
に
実
施
さ
れ
て

い
っ
た
。

（
三
）
工
場
職
場
は
、
東
京
二

十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
と

な
り
、
〇
四
年
、
大
井
作
業
場

の
委
託
化
を
端
に
、
そ
の
後
、

今
日
に
至
る
ま
で
七
箇
所
の
清

掃
工
場
の
運
転
部
門
を
中
心
に

委
託
さ
れ
た
。

（
四
）
〇
五
年
、
工
場
運
転
部

門
に
関
わ
る
最
初
の
委
託
提
案

が
さ
れ
、
そ
の
後
、
専
門
委
員

会
で
議
論
が
行
な
わ
れ
、
現
業

職
の
欠
員
不
補
充
問
題
を
協
鼓

し
て
い
る
中
、
清
掃
工
場
に
お

け
る
技
能
労
務
系
職
員
の
特
殊

性
や
必
要
性
に
づ
い
て
一
組
当

局
と
白
熱
し
た
論
戦
が
行
な
わ

れ
た
。

ま
た
、
現
業
職
員
の
新
規
採

用
を
行
わ
ず
、
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
が
こ
の
ま
ま
行
な
わ
れ

た
場
合
の
清
掃
工
場
に
お
け
る

技
術
や
技
能
の
継
承
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
く
現
実
に
対
し
て
の
危

機
感
を
専
門
委
員
会
の
中
で
労

使
双
方
が
確
認
し
た
。

（
五
）
〇
六
年
の
委
託
提
案
の

妥
結
時
に
、
そ
れ
ま
で
討
鼓
し

て
い
た
現
業
職
種
の
新
規
採
用

に
向
け
た
取
組
と
し
て
の
、

「
新
た
な
職
種
」
「
技
術
職
員

の
補
佐
的
職
域
」
等
現
業
職
種

に
つ
い
て
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
よ
う
当
局
に
問
い
か

け
、
学
習
、
研
究
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
約
束
さ
れ
た
。

（
六
）
〇
七
年
、
新
た
な
三
工

場
の
委
託
提
案
が
さ
れ
た
が
、

こ
の
専
門
委
員
会
の
な
か
で
、

一
昨
年
以
来
の
現
業
聯
員
新
規

採
用
に
向
け
た
協
議
が
な
さ
れ

た
。
一
組
当
局
は
委
託
提
案
の

中
で
、
「
人
材
育
成
」
計
画
を

提
示
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

を
推
し
進
め
る
こ
と
を
条
件
と

し
な
が
ら
も
、
清
掃
工
場
に
お

け
る
技
能
労
務
系
職
員
の
必
要

性
と
技
術
技
能
の
継
承
に
つ
い

て
、
我
々
の
主
張
し
て
い
た
点

も
含
め
た
内
容
で
認
め
る
に
至
っ

た
。
こ
の
中
で
、
人
材
の
育
成

に
向
け
た
「
新
た
な
職
」
に
つ

い
て
の
言
及
が
さ
れ
た
。

（
七
）
一
方
今
年
度
、
〇
八
賃

金
確
定
闘
争
は
「
定
員
管
理
調

査
等
に
係
る
総
務
省
指
摘
事
項

に
つ
い
て
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
給
与
に
関
す
る
事
項
の
中

で
、
（
二
）
技
能
労
務
系
職
の

給
料
表
に
つ
い
て
は
、
国
に
比

べ
て
高
い
水
準
で
あ
り
、
是
正

す
る
こ
と
。
と
文
書
で
各
地
方

自
治
体
へ
送
り
つ
け
、
国
の
方

針
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
妥
結
は
、
今
後
さ
ら
に

厳
し
い
締
め
付
け
が
予
想
さ
れ

る
中
の
次
善
の
判
断
で
あ
り
、

今
後
の
闘
い
を
構
築
し
、
運
動

を
準
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
結
果
、
清
掃
現

業
に
お
い
て
大
き
な
後
退
局
面

を
向
か
え
、
昇
給
や
昇
格
が
実

質
を
伴
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

（
八
）
現
業
職
に
お
い
て
は
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
、
級
格
付

け
制
度
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
た
り
」

が
無
く
な
り
、
一
職
一
級
制
に

移
行
さ
れ
、
職
の
冠
が
な
け
れ

ば
工
場
の
設
備
管
理
職
員
は
技

能
主
任
で
二
級
ど
ま
り
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
提
案
の
内
容
に

つ
い
て

（
一
）
清
掃
工
場
に
お
け
る
現

業
職
、
設
備
管
理
職
員
に
係
る

「
職
の
あ
り
方
」
や
「
新
た
な

職
の
見
直
し
」
等
に
関
す
る
問

題
は
、
二
十
三
区
と
の
調
整
や

問
題
点
の
整
理
も
含
め
、
中
・

長
期
的
な
課
題
と
理
解
し
、
今

後
も
引
続
き
取
組
む
と
し
た
こ

と
。

（
二
）
技
能
長
職
の
設
置
は
、

技
能
系
業
務
の
執
行
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
。
併
せ
て
、
清

掃
一
組
の
緊
急
課
題
で
あ
る
技

術
・
技
能
の
継
承
、
人
材
育
成

を
よ
り
着
実
に
遂
行
し
よ
う
と

し
た
こ
と
。

（
三
）
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
大
量

退
職
が
続
く
な
か
で
、
技
術
・

技
能
の
継
承
を
確
実
に
実
施
す

る
に
は
、
こ
の
時
期
を
逃
す
こ

と
は
出
来
な
い
こ
と
。
そ
の
た

め
に
、
「
人
材
育
成
と
清
掃
工

場
の
基
幹
部
門
の
充
実
を
図
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
図
る
。
」

予
定
で
あ
る
こ
と
。

（
四
）
清
掃
工
場
等
の
技
能
長

は
、
職
務
遂
行
の
必
要
性
に
応

じ
て
設
置
す
る
こ
と
。

三
、
提
案
へ
の
組
合
見
解

と
問
題
点
に
つ
い
て

（
一
）
一
昨
年
確
認
さ
れ
た

「
設
備
管
理
職
員
の
今
後
の
補

充
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
の
検

討
を
含
め
一
組
と
し
て
最
大
限

の
努
力
を
す
る
こ
と
」
の
確
認

に
つ
い
て
、
約
一
年
間
を
か
け

て
労
使
で
学
習
会
等
を
重
ね
、

最
終
的
に
は
今
年
度
「
清
掃
一

組
の
人
事
上
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
」
と
い
う
形
で
事
務
職
員

の
固
有
化
と
設
備
管
理
職
員
を

採
用
で
き
る
と
い
う
件
に
つ
い

て
区
長
会
の
了
承
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

総
支
部
と
し
て
は
早
期
採
用

を
求
め
た
も
の
の
、
経
営
計
画
・

経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
遂
行
も
担

保
に
取
ら
れ
、
満
足
の
い
く
も

の
で
は
無
い
が
、
現
業
労
働
者

を
ほ
と
ん
ど
採
用
し
な
い
と
い

う
現
社
会
的
状
況
の
中
で
一
定

の
成
果
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
設
管
の
採
用
に
つ
い

て

当
局
自
身
も
言
っ
て
い
る

よ
う
に
、
組
合
の
要
求
が
少
な

か
ら
ず
投
影
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

（
二
）
具
体
的
に
は
、
技
能
長

の
設
置
か
ら
行
い
「
人
材
育
成
」

や
「
技
術
・
技
能
の
継
承
」
を

推
し
進
め
て
い
く
下
地
と
な
り
、

現
業
職
種
の
将
来
に
わ
た
っ
て

の
採
用
と
存
続
に
つ
い
て
の
可

能
性
を
高
め
、
設
備
管
理
職
員

の
位
置
づ
け
が
明
確
に
さ
れ
る

見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
。

（
三
）
問
題
点
と
し
て
は
、

一
、
労
務
管
理
の
強
化
に
利
用

さ
れ
や
す
い
こ
と
。

二
、
昇
格
す
る
人
数
が
固
定
化

さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
「
誰
で

も
が
三
級
で
」
と
い
う
東
京
清

掃
が
掲
げ
て
き
た
方
針
が
頓
挫

す
る
こ
と
。

三
、
異
動
に
つ
い
て
、
適
材
適

所
と
い
う
名
の
も
と
に
強
制
的

な
異
動
が
行
な
わ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

四
、
提
案
に
対
す
る
対
処

方
針
に
つ
い
て

（
一
）
現
業
職
種
の
給
与
面
で

の
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
打

開
策
で
あ
り
、
早
晩
一
職
一
等

級
に
固
定
さ
れ
る
昇
格
問
題
に

対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
将
来
的
に
は
二
十
名
に
一

名
程
度
と
し
て
い
る
技
能
長
枠

を
拡
大
し
、
三
級
昇
格
対
象
者

を
増
や
す
こ
と
を
目
指
せ
る
事
。

（
二
）
現
在
、
高
齢
化
に
伴
い

技
能
主
任
選
考
が
十
倍
近
い
状

況
を
多
少
な
り
と
も
選
考
合
格

者
を
増
や
せ
る
こ
と
。

ま
た
、
技
能
主
任
の
枠
の
拡

大
は
東
京
清
掃
の
方
針
と
し
て

区
長
会
と
交
渉
事
項
と
し
て
求

め
て
い
る
。

（
三
）
今
回
の
技
能
長
職
の
設

置
は
「
人
材
育
成
」
計
画
に
基

づ
く
現
業
職
種
の
必
要
性
と
有

用
性
を
強
く
意
識
し
た
職
の
設

置
で
あ
り
、
新
規
採
用
を
念
頭

に
置
い
た
生
き
残
り
策
で
あ
る

こ
と
。

（
四
）
課
題
に
つ
い
て

①

設
備
管
理
職
種
の
中
に
新

た
な
差
別
・
分
断
を
も
ち
こ
ま

せ
な
い
た
め
に
、
技
能
長
の
職

域
や
役
割
を
明
確
に
さ
せ
、
新

た
な
人
事
管
理
強
化
に
結
び
つ

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

②

選
考
方
法
の
民
主
化
や
異

動
問
題
に
つ
い
て
は
組
合
と
充

分
協
議
す
る
こ
と
。

③

総
括
技
能
長
や
技
能
長
、

技
能
主
任
の
間
に
新
た
な
職
等
、

今
後
の
闘
い
に
よ
っ
て
は
、
給

与
面
で
の
活
路
が
開
け
る
可
能

性
を
追
求
す
る
こ
と
。

以
上
を
基
本
に
、
今
回
の

「
技
能
長
職
の
設
置
及
び
昇
任

選
考
の
実
施
に
つ
い
て
」
の
提

案
は
、
今
後
の
各
職
場
で
鼓
諭

し
た
上
で
解
明
要
求
を
行
う
も

の
と
す
る
。

そ
し
て
、
設
備
管
理
職
員
に

と
っ
て
将
来
の
幅
を
拡
大
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
課
題
に
つ
い

て
の
当
局
交
渉
等
で
の
確
認
を

も
っ
て
、
受
入
れ
て
い
く
方
向

で
考
え
た
い
。

以
上
。

各
支
部
の
早
急
な
議
論
が
必

要
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
た
、

新
た
な
制
度
に
対
し
て
、
慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
事
任
用
、
賃
金
改
悪
、
す

べ
て
が
生
活
に
影
響
し
て
い
く
。

随
意
契
約
と
は
、
国
や
自
治

体
が
特
定
の
業
者
を
直
接
指
名

し
て
契
約
す
る
も
の
で
、
行
政

と
業
者
の
癒
着
を
招
い
た
り
、

高
額
の
契
約
に
よ
る
ム
ダ
な
支

出
や
正
を
生
む
温
床
と
な
り

防
衛
装
備
品
の
調
達
な
ど
、
防

衛
省
汚
職
事
件
で
は
、
随
意
契

約
の
横
行
突
き
な
い
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
同
様
に
、
日
本
の

給
与
所
得
は
こ
の
十
年
間
、
ほ

ぼ
横
ば
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

労
働
分
配
率
と
は
、
企
業
利

益
の
う
ち
労
働
者
に
分
配
さ
れ

る
人
件
費
の
割
合
で
す
が
、
〇

一
年
を
ピ
ー
ク
に
下
落
し
て
い

ま
す
。

特
に
大
企
業
で
は
利
益
分
配

に
当
た
っ
て
、
人
件
費
よ
り
設

備
投
資
や
株
主
配
当
を
優
先
す

る
傾
向
が
顕
著
で
す
。
政
府
が

企
業
側
に
積
極
的
に
働
き
か

け
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
労
働

分
配
率
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
個

人
消
費
を
促
し
、
経
済
全
体
の

底
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

１月３０日、千代田区総合体育センター（神田）
で、第１回一組卓球大会が実施されました。
今大会は、一組卓球部の尽力により、清掃一組

の福利厚生事業の一環として、東京清掃労働組合
一組総支部の共催で実現したものです。
参加者は 支部２６名で、目黒工場からは女性

の参加もありました。
午前は個人戦、午後はダブルスの試合を行いま

した。
個人戦の優勝は、一組本庁の芝崎さん、ダブル

スの優勝は、一組本庁の武田さん、江戸川工場の
渡辺さんペアでした。
参加賞は、一組総支部で用意した商品券の他、

千代田区に本社がある卓球用品メーカーからタオ
ルをいただき、皆さんにお配りすることができま
した。
次回はもっと多くの方が参加し、職場の活性化

に繋がるよう、引き続き一組卓球部の活動を支援
してまいります。
写真は個人戦優勝の柴崎さん（後姿）


